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ぞうさんのしま
ぞうの アーノルドは、ふなのりです。
アーノルドは、うみのことを ともだちのように おもっていました。でも あるひ、 うみがあ
れて、アーノルドのふねは しずんでしまいました。 ザッパーン ぼこぼこぼこ…
しかし、こううんにも アーノルドには ステキな ながい はなが あったので、へっちゃらで
す。
しばらくして、アーノルドは、とーっても ちいさなしまに ぶつかりました。
アーノルドは、ふなのりの ふるい“し”を おもいだしていました。
「ぼくはひとりぼっち この ひろい ひろい うみのなか ぼくはひとりぼっち 」
でも またこううんにも アーノルドは、はなという ステキな トランペットを 持っていまし
た。アーノルドが、じまんの はなでおとを かなでると「なんのきょくだい？」と、さかな
が ききました。
「SOSだぞう。たすけをよんでいるんだぞう。」けれども だれもきません…
アーノルドは、また しまに なにかないかと さがしはじめました。すると、アーノルドの ぼ
うしが ただよってきました。
アーノルドが、ひろいあげた ぼうしを かぶると、ちいさな いろあせた ふねが、すいへいせ
んから でてくるのがみえました。
その ちいさなふねには ネズミが のっていました。
「やっとたすけがきたぞう！」(バキバキバキッ バッシャーン)
アーノルドは、ネズミの ふねを こわしてしまいました。しかし アーノルドは、とても いい 
かいけつさくを おもいつきました。それは しまを ひろげることです。
ふなのりである アーノルドは、たくさんの ひもの むすびかたを しっていました。
まもなくして、ふなのりの いぬが ほを あげているのを みつけました。
アーノルドは そっと ふねに のりました。
「しまった！」またもや アーノルドは ふねを ふみぬいてしまいました。バキバキバキッ 
バッシャーン
アーノルドは、ちいさな おともだちに てつだってもらって しまを ひろげました。
つぎのひのあさ、ぎょせんが たくさんの けむりとともに ちかづいてきました。
またもや、アーノルドは ふねを おしつぶして こわしてしまいました。バキバキバキッ バッ
シャーン
うみに おちてしまった みんなは、ぶじに しまに あがることが できました。
アーノルドは、つかえるものを すべてあつめて しまを 広げました。
夜になると、キラキラと かがやく つきのひかりのなかで、アーノルドたちは おどりまし
た。
そして、ひとばんじゅう クジラのうたを うたいつづけました。
すてきな うたは たちまち ひょうばんに なりました。
すると、ひょうばんを ききつけた どうぶつたちが、アーノルドの しまに あつまってきまし



た。
アーノルドは、とても かんげいしました。「いくらでもおいでよ」
しかし、あるひ そらは くらくなり、かぜ はふきあげ、うみは ごきげんななめなようです…
みんなが、アーノルドを みつめています。
「そろそろ おうちに かえったほうが、いいんじゃないのかい？」
「ちょっとまつんだぞう」アーノルドはいいました。「ぼくにいいアイデアがあるんだぞ
う！」


